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の
で
す
。

　

こ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
江
戸
後
期
に
な
る
に
つ
れ
、
裁
き
も
法
令
判
例
に
従
っ

た
も
の
と
な
り
、
庶
民
ら
の
願
い
が
「
名
裁
判
」
を
行
う
大
岡
政
談
を
生
成
し
た

の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
一
足
飛
び
に
名
裁
判
ば
な
し
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
転
化
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
今
回
取
り
上
げ
た
『
日
本
桃
陰
比
事
』

の
存
在
意
義
が
大
き
い
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
井
原
西
鶴
が
生
み
出
し
た
『
本
朝

桜
陰
比
事
』
と
い
う
裁
判
物
作
品
を
、後
続
作
で
あ
る
『
日
本
桃
陰
比
事
』
が
「
裁

判
要
素
」
の
部
分
を
摂
取
し
、
裁
判
の
色
付
け
を
濃
く
し
た
の
で
あ
る
。「
訴
状

の
応
酬
」
と
い
う
型
を
使
っ
て
、「
裁
き
の
面
白
さ
」
を
凝
縮
し
た
新
た
な
裁
判

話
と
し
て
昇
華
さ
せ
た
こ
と
で
、
後
世
に
「
大
岡
名
裁
き
」
と
し
て
生
成
さ
れ
て

い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
と
め

　

本
稿
で
は
『
本
朝
桜
陰
比
事
』
を
軸
に
、後
続
作
品
で
あ
る
『
日
本
桃
陰
比
事
』

と
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
影
響
関
係
を
探
っ
た
。
さ
ら
に
『
日
本
桃
陰
比
事
』

と
い
う
作
品
が
、「
大
岡
説
話
」
生
成
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
意
義
の
あ
る
作

品
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
他
の
実
録
類
や
写
本
「
大
岡
政
談
」
類
に
描

か
れ
る
話
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

＊
『
本
朝
桜
陰
比
事
』『
日
本
桃
陰
比
事
』
の
本
文
は
以
下
の
も
の
を
使
用
し
た
。

『
本
朝
桜
陰
比
事　

対
訳
西
鶴
全
集
十
一
』（
明
治
書
院
）

杉
本
好
伸
・
劉
穎
「〈
資
料
翻
刻
〉
宝
永
六
年
刊
〈
日
本
桃
陰
比
事
〉」『
安
田
文

芸
論
叢
』（
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
科　

二
〇
〇
一
年
三
月

　

1 

小
酒
井
不
木
『
犯
罪
文
学
研
究
』（
国
書
刊
行
会
）
一
九
九
一
年
一
月

　

2 

野
間
光
辰
「
本
朝
桜
陰
比
事
考
証
」『
西
鶴
新
新
攷
』（
岩
波
書
店
）
一
九
八
一
年　

滝

田
貞
治
「『
本
朝
桜
陰
比
事
』
説
話
系
統
の
研
究
」『
西
鶴
襍
藁
』（
白
帝
社
）
一
九
四
〇

年　

暉
峻
康
隆
「
近
世
の
推
理
小
説
」『
現
代
語
西
鶴
全
集
８
』
付
録
（
小
学
館
）

一
九
七
六
年

　

3 

羽
生
紀
子
「『
聖
人
公
事
之
捌
』
か
ら
『
落
し
手
有
拾
ひ
手
有
』
へ
―
『
本
朝
桜
陰
比
事
』

の
価
値
基
準
―
」「
日
本
語
日
本
文
学
論
叢
」
第
13
号　

二
〇
一
八
年
二
月

　

4 

注
１
に
同
じ
。

　

5 

宗
政
五
十
緒
「
松
尾
山
の
仏
法
僧
と
中
山
三
柳
」「
あ
け
ぼ
の
」
一
九
七
一
年

 

モ
デ
ル
中
山
三
柳
に
つ
い
て
は
羽
生
紀
子
『
西
鶴
と
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
』「
第
一
節

中
山
三
柳
の
生
涯
」（
和
泉
書
院　

二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
し
い
。

　

6 

小
酒
井
不
木
も
「
板
倉
伊
賀
守
の
裁
判
談
の
焼
き
直
し
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。『
犯
罪

文
学
研
究
』（
国
書
刊
行
会
）
一
九
九
一
年
一
月

　

7 

野
間
光
辰
「
本
朝
桜
陰
比
事
考
証
」『
西
鶴
新
新
攷
』（
岩
波
書
店
）
一
九
八
一
年

　

8 

杉
本
好
伸
『
西
鶴
を
楽
し
む
６　

日
本
推
理
小
説
の
源
流
「
本
朝
桜
陰
比
事
」
下
』（
清

文
堂
）
二
〇
〇
九
年
六
月

　

9 

野
間
光
辰
「
近
世
小
説
覚
え
書
き
」『
近
世
作
家
伝
攷
』（
中
央
公
論
社
）
一
九
八
五
年

　

拙
稿
「
裁
判
小
説　
『
本
朝
藤
陰
比
事
』
に
つ
い
て
」「
愛
知
論
叢
」
第
63
号
（
愛
知

大
学
大
学
院
）
一
九
九
七
年
九
月

　

10 

滝
田
貞
治
「『
本
朝
桜
陰
比
事
』
説
話
系
統
の
研
究
」『
西
鶴
襍
藁
』（
白
帝
社
）

一
九
四
〇
年

　

11 

栗
林
章
「
日
本
桃
陰
比
事
考
」「
大
阪
商
業
大
学
論
集
」
15 

一
九
六
一
年

　

12 

注
10
に
同
じ
。

　

13 

杉
本
好
伸
『
西
鶴
を
楽
し
む
６　

日
本
推
理
小
説
の
源
流
「
本
朝
桜
陰
比
事
」
上
』（
清

文
堂
）
二
〇
〇
九
年
六
月

　

14 

注
10
に
同
じ
。

　

15 

注
11
に
同
じ
。

　

16 

松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
２
』
巻
六
四
十
（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
306
）

　

17 
徳
田
武
『
本
朝
桜
陰
比
事
』（
お
う
ふ
う
）
解
説　

一
九
九
六
年

　

18 
辻
達
也
編
『
大
岡
政
談
２
』（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
439
）

　

19 

渡
辺
尚
志
『
武
士
に
「
も
の
言
う
」
百
姓
た
ち
―
裁
判
で
よ
む
江
戸
時
代
』（
草
思
社
）

二
〇
一
二
年

 

挿
絵
は
【
図
一
】
は
『
近
世
文
学
資
料
類
従
』（
勉
誠
社
）
一
九
七
四
年

 

【
図
二
】は
架
蔵
本『
日
本
桃
陰
比
事
』【
図
三
】は
架
蔵
本『
本
朝
藤
陰
比
事
』を
使
用
し
た
。



（ 7 ）

研
究
ノ
ー
ト

『本朝桜陰比事』考 ―後続作との関係を中心に―

— 44 —

陰
比
事
』
で
は
坊
主
の
「
隠
語
」
を
解
き
明
か
す
と
い
う
趣
向
に
置
き
換
え
ら
れ
、

感
心
す
る
と
と
も
に
、
ど
こ
か
で
ク
ス
リ
と
笑
っ
て
し
ま
う
「
お
か
し
み
」、
つ

ま
り
笑
話
性
も
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
杉
本
好
伸
が
指
摘
し
た
よ
う
に

京
都
の
市
井
に
お
け
る
日
常
を
描
く
趣
向
も
同
じ
で
あ
る
。

　

先
に
取
り
上
げ
た
『
桜
陰
比
事
』
巻
四
の
九
と
『
桃
陰
比
事
』
と
を
比
較
し
た

際
、
敵
討
ち
を
切
り
捨
て
、
裁
判
と
い
う
枠
組
み
に
重
点
を
お
い
た
と
指
摘
し
た
。

で
は
、
こ
ち
ら
の
話
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。『
桜
陰
比
事
』
の

話
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
名
前
の
な
い
「
訴
状
の
応
酬
」
で
あ
る
。
張
っ
た
り
差
し
戻

し
た
り
、
訴
状
を
め
ぐ
る
描
写
が
多
い
。
魚
屋
へ
の
支
払
い
の
滞
っ
て
い
る
僧
侶

た
ち
を
単
に
皮
肉
る
の
で
は
な
く
、
頓
知
の
効
い
た
訴
状
の
応
酬
を
描
く
こ
と
が

こ
の
話
の
面
白
さ
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
訴
状
の
応
酬
は
『
桃
陰
比
事
』
の
形
式
に

は
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
の
一
話
と
も
い
え
る
。
い
わ

ば
、
西
鶴
の
叙
述
方
法
を
切
り
捨
て
、
裁
判
の
枠
組
み
に
整
え
直
す
こ
と
で
よ
り

訴
状
の
応
酬
の
面
白
さ
が
際
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

直
接
の
典
拠
関
係
は
分
か
ら
な
い
が
、『
甲
子
夜
話
』
巻
六
四
十16

に
次
の
よ
う

な
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

寛
延
中
、
大
岡
越
州
、
町
奉
行
の
時
、
下
谷
の
肴
町
よ
り
、
其
あ
た
り
の
寺

院
八
ケ
所
の
肴
代
金
、
と
り
集
め
て
百
両
計
払
な
し
と
て
、
其
寺
は
若
干

〳
〵
と
詳
に
書
記
し
訴
へ
出
。
越
州
書
付
を
請
取
、
肴
売
る
は
か
へ
し
、
扨

其
八
寺
を
差
紙
に
て
明
日
と
く
に
呼
出
し
、
夕
方
ま
で
待
せ
置
く
。
寺
僧
ど

も
大
に
退
屈
し
て
、
か
は
る
〳
〵
厠
に
ゆ
く
に
壁
に
張
紙
あ
り
。
其
寺
肴
代

金
、
滞
若
干
と
書
た
て
あ
る
を
見
て
、
い
づ
れ
も
驚
き
た
れ
ど
も
為
ん
方
も

な
し
。
や
ゝ
後
に
用
人
出
、
越
前
守
と
く
に
退
出
候
と
こ
ろ
、
不
快
に
よ
つ

て
出
坐
致
し
が
た
し
。
ま
づ
今
日
は
引
取
ら
れ
候
へ
と
伝
ふ
。
僧
衆
帰
て
、

肴
売
に
悉
滞
金
を
与
ふ
。
其
後
何
の
沙
汰
も
な
し
。
又
紀
邸
に
薪
代
金
滞

千
二
百
両
余
有
し
を
、
薪
屋
に
帳
面
出
さ
せ
て
、
い
か
ゞ
計
ひ
候
は
ん
や
と

い
ふ
。
紀
の
役
人
、
有
無
の
挨
拶
に
及
ば
ず
。
其
時
越
州
薪
屋
に
向
ひ
、
こ

れ
は
其
方
損
失
に
可
致
と
て
、
帳
面
に
墨
引
を
し
て
渡
す
。
紀
の
役
人
か
へ

り
て
其
よ
し
を
云
ふ
に
よ
り
、
捨
置
が
た
し
と
て
滞
金
残
ら
ず
薪
屋
に
渡
り

し
と
な
ん
。
何
れ
も
お
も
し
ろ
き
事
ど
も
也
。

　

こ
れ
は
大
岡
越
前
守
の
一
つ
の
逸
話
と
し
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で
、
前
述
の
二

話
の
類
話
と
し
て
も
先
学
の
指
摘
が
あ
る
。17

辻
達
也
は
こ
の
話
に
つ
い
て
、

『
本
朝
藤
陰
比
事
』
は
生
臭
坊
主
の
隠
語
に
主
眼
が
あ
る
か
と
も
読
み
う
る

が
、『
甲
子
夜
話
』
の
逸
話
は
大
岡
忠
相
の
頓
才
に
焦
点
が
す
え
て
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
訴
訟
を
受
け
な
が
ら
こ
れ
を
表
沙
汰
に
せ
ず
、
解
決
を

は
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
双
方
同
様
で
あ
る
。18

と
指
摘
す
る
。
話
の
骨
子
は
『
本
朝
桜
陰
比
事
』『
日
本
桃
陰
比
事
』
に
描
か
れ

る
代
金
未
納
の
僧
侶
を
追
い
詰
め
る
点
に
通
ず
る
。『
甲
子
夜
話
』
が
書
か
れ
た

江
戸
後
期
頃
で
は
大
き
く
裁
判
の
様
相
も
変
化
し
て
お
り
、「
裁
き
」
の
描
き
方

も
変
化
し
て
い
く
。
面
白
さ
や
謎
解
き
よ
り
、
辻
の
指
摘
す
る
よ
う
な
裁
判
官
の

聡
明
さ
、
恩
情
等
に
傾
倒
し
始
め
る
。
先
の
話
も
同
様
で
あ
る
。
渡
辺
尚
志
は
大

岡
政
談
の
創
作
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。19

大
岡
政
談
は
確
か
に
創
作
で
す
が
、
確
か
に
江
戸
時
代
の
裁
判
の
も
つ
一
面

を
表
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
裁
判
は
、
個
々
の
紛
争
・
事
件
の
判
決
が
、

相
互
に
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、全
体
と
し
て
整
合
性
を
も
つ
か
ど
う
か
に
は
、

あ
ま
り
配
慮
が
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
普
遍
性
よ
り
も
個
別
性
が

重
視
さ
れ
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
点
は
、
民
事
裁
判
に
お
い
て
よ
り
顕

著
で
し
た
。
し
か
し
「
大
岡
政
談
」
が
も
て
は
や
さ
れ
た
背
景
に
は
、
江
戸

時
代
も
後
期
に
な
る
と
、
裁
判
（
と
り
わ
け
刑
事
裁
判
）
が
、
法
令
と
判
例

に
依
拠
し
て
な
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
だ
い
に

裁
判
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
一
面
よ
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
担
当
役
人
の
恣
意
的
な
審
理
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
そ

の
反
面
法
を
超
え
た
名
判
決
が
生
ま
れ
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
道
理

に
か
な
っ
た
名
判
決
を
望
む
民
衆
の
気
分
が
「
大
岡
政
談
」
を
生
み
出
し
た



（ 6 ）『本朝桜陰比事』考 ―後続作との関係を中心に―

— 45 —

研
究
ノ
ー
ト

三
　
巻
二
の
六
「
鯛
鮹
す
ゞ
き
釣
目
安
」
の
中
の
笑
話
性

　

は
じ
め
に
、『
桜
陰
比
事
』「
鯛
鮹
す
ゞ
き
釣
目
安
」
の
全
文
を
掲
げ
る
。

む
か
し
、
都
の
町
を
、
晴
は
桜
鯛
、
秋
は
紅
葉
鮒
と
て
魚
売
の
利
発
者
、
に

し
き
の
棚
に
住
け
る
が
、
近
年
の
売
掛
か
さ
な
り
、
身
体
つ
ゞ
か
ざ
る
事

を
迷
惑
し
て
、
釣
目
安
を
調
べ
て
銀
高
ば
か
り
書
付
、
相
手
の
名
も
な
く
、

「
三
十
八
所
」
と
し
て
、
御
番
所
の
御
門
張
付
置
し
に
、

役
人
衆
是
を
と
つ
て
、
御
前
へ
此
段
申
上
れ
ば
、「
表
書
之
通
、
相
違
な
き

に
お
ゐ
て
は
、
相
済
し
申
さ
る
べ
し
」
と
、
御
裏
判
出
さ
れ
、
又
門
柱
に
張

付
お
か
れ
し
に
、則
其
夜
に
取
て
か
へ
り
、そ
れ
よ
り
十
日
計
過
て
か
ら
、「
御

威
光
を
も
つ
て
、売
掛
残
ら
ず
請
取
、あ
り
が
た
く
存
じ
た
て
ま
つ
り
候
」と
、

添
書
し
て
、
御
判
を
返
進
申
あ
げ
け
る
。

諸
役
人
、
是
を
不
思
議
に
ぞ
ん
じ
ら
れ
、
御
機
嫌
の
自
分
た
づ
ね
申
上
れ
ば
、

「
此
目
安
は
、寺
〳
〵
へ
の
売
掛
な
り
。
今
時
の
世
間
寺
、皆
腥
さ
坊
主
」
と
、

御
笑
ひ
あ
そ
ば
さ
れ
る
と
也

　

こ
の
話
は
要
す
る
に
謎
解
き
の
趣
向
を
も
つ
内
容
で
あ
る
。「
三
十
八
所
」
が

何
を
表
し
て
い
る
の
か
を
「
謎
」
に
し
て
奉
行
所
の
門
に
張
り
紙
を
し
、
支
払
い

滞
納
の
寺
の
僧
侶
を
心
理
的
に
追
い
詰
め
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
話
に
つ

い
て
杉
本
好
伸
は
「
実
に
な
に
げ
な
い
小
話
で
あ
り
な
が
ら
も
、
京
都
の
町
の
風

景
を
ふ
ま
え
た
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
」
と
述

べ
る
。13

つ
ま
り
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
は
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
の
裁
判
話
と
い
う
こ

と
を
暗
示
的
に
描
い
た
話
で
も
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
話
は
や
は
り
『
日
本
桃
陰
比
事
』
巻
六
「
買
人
の
知
れ
ぬ
魚
屋
が
注
文
」

（
改
題
本
で
は
「
注
文
格
別
の
精
進
肴
」
と
な
る
。）
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
滝

田
貞
治
は
「
世
間
寺
生
臭
さ
坊
主
よ
り
肴
代
の
売
掛
取
り
上
げ
法
、「
鯛
鮹
す
ゞ

き
釣
目
安
」
に
依
り
し
事
分
明
也
」
と
述
べ
て
お
り
、
影
響
は
見
て
取
れ
る
。14

次

に
本
文
を
掲
げ
る
。

乍
恐
言
上
仕
候
。
私
儀
は
魚
の
店
鯛
屋
鰭
右
衛
門
と
申
者
に
て
御
座
候
。
数

年
寺
町
へ
出
入
仕
り
商
ひ
い
た
し
候
得
共
、
代
金
と
ゞ
こ
ほ
り
な
く
払
ひ
申

さ
れ
候
所
に
、
去
る
極
月
よ
り
不
勝
手
の
よ
し
に
て
、
一
銭
も
算
用
い
た
さ

れ
ず
、
難
儀
仕
候
。
す
な
は
ち
別
紙
に
書
付
を
以
て
申
上
候
通
、
天
蓋
の
代

五
十
九
匁
八
分
、
花
慢
の
代
四
十
七
匁
三
分
、
手
巾
の
代
八
十
六
匁
九
分
、

独
鈷
代
九
十
三
匁
六
分
、
合
て
銀
三
百
目
、
わ
づ
か
な
る
儀
に
御
座
候
得
共
、

私
細
元
手
に
て
何
共
致
し
が
た
く
候
間
、
右
の
住
持
方
へ
相
済
申
さ
れ
候
や

う
に
被
仰
付
被
下
候
は
ゞ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　

月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚
店
鯛
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鰭
右
衛
門
判

地
頭
御
取
あ
り
て
仰
せ
出
さ
れ
し
は
、
寺
町
の
住
持
と
ば
か
り
書
て
、
何
と

申
す
寺
と
も
知
れ
ず
、
其
上
其
方
肴
屋
に
て
、
衣
屋
同
前
に
仏
具
を
取
あ
つ

か
ふ
儀
も
心
得
が
た
し
と
あ
る
時
、
鰭
右
衛
門
申
上
け
る
は
、
天
蓋
と
申
す

は
鮹
の
か
ら
詞
に
て
御
座
候
、
花
慢
は
鯣
、
手
巾
は
鰻
、
独
鈷
は
鰹
節
の
異

名
に
て
、
寺
が
た
へ
出
入
申
候
時
な
ら
ひ
候
と
申
す
。
さ
て
又
し
か
と
寺
号

を
書
付
申
さ
ぬ
儀
も
、
遠
慮
に
奉
存
候
故
に
て
御
座
候
と
申
せ
ば
、
地
頭
暫

く
あ
り
て
、
か
さ
ね
て
罷
出
べ
し
と
て
御
前
を
ま
か
り
出
け
る
が
、
寺
町
へ

御
訴
訟
仕
る
に
よ
つ
て
、
申
触
候
者
也
、
住
持
の
御
坊
衆
中
、
地
頭
判
と
あ

る
に
お
ど
ろ
き
、
買
と
り
た
る
衆
よ
り
、
早
速
算
用
致
さ
れ
け
る
と
か
や
。

　

こ
の
一
話
に
つ
い
て
栗
林
章
は
「
鯛
屋
鰭
右
衛
門
と
あ
つ
て
、
天
蓋
、
花
慢
、

手
巾
、
独
鈷
と
魚
の
異
名
を
使
つ
て
銀
高
を
示
し
願
い
出
て
い
る
。（
略
）
隠
語

を
使
う
事
に
よ
っ
て
暗
示
す
る
と
云
う
新
し
い
趣
向
が
見
ら
れ
る
」
と
評
価
す

る
。15

新
し
い
趣
向
に
加
え
、
魚
屋
の
氏
名
が
「
鯛
屋
」「
鰭
右
衛
門
」
と
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
笑
話
性
を
意
識
し
て
創
作
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

は
『
桜
陰
比
事
』
の
「
魚
→
釣
」
と
い
う
洒
落
部
分
の
踏
襲
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
張
り
紙
に
「
三
十
八
所
」
と
し
か
書
か
な
い
「
謎
」
か
け
部
分
は
、『
桃
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と
い
う
書
き
出
し
の
形
式
に
則
っ
て
い
る
。
栗
林
章
は
以
前
よ
り
『
桜
陰
比
事
』

と
の
影
響
関
係
を
指
摘
し
て
お
り
、「
説
話
と
し
て
は
桃
陰
比
事
の
方
が
描
写
も

こ
ま
や
か
で
あ
る
。」と
評
価
す
る
。11

滝
田
貞
治
は『
桜
陰
比
事
』巻
四
の
九
と「
二

者
は
全
く
同
事
也
」
と
述
べ
る
。12

　

こ
こ
で
二
作
品
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
地
頭
（
裁
判
官
）
の
御
触
か
ら
書
き
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
読
者
は
意
表
を
つ
か
れ
、
一
瞬
訴
状
か
と
見
間
違
え
る
よ
う

な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
「
外
科
医
若
田
道
角
の
申
し
出
」
と
い
う

形
で
こ
れ
ま
で
の
状
況
説
明
が
描
か
れ
る
。
こ
の
部
分
は
『
桜
陰
比
事
』
で
見
山

が
拉
致
さ
れ
た
後
、
御
前
に
呼
び
出
さ
れ
た
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。

　

後
半
部
分
で
地
頭
が
外
科
医
道
角
と
の
尋
問
か
ら
盗
賊
宅
を
特
定
し
て
い
く
と

こ
ろ
が
描
か
れ
る
が
、
傍
線
部
分
は
、
地
頭
に
急
か
さ
れ
な
が
ら
、
外
科
医
が
必

死
で
思
い
出
す
様
子
が
描
写
さ
れ
る
。
こ
れ
も
『
桜
陰
比
事
』
の
踏
襲
で
あ
る
。

た
だ
、『
桜
陰
比
事
』
で
は
外
科
医
見
山
の
優
れ
た
記
憶
力
が
解
決
の
糸
口
と
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、『
桃
陰
比
事
』
で
は
外
科
医
の
粗
忽
さ
、
鈍
さ
を
描
く
こ
と

に
重
点
を
置
い
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
最
も
「
音
」
を
手
が
か
り
と
し
て

解
決
に
導
く
展
開
は
両
者
共
通
し
、「
平
家
琵
琶
」
だ
っ
た
部
分
を
「
石
橋
の
獅

子
笛
」
に
変
え
て
い
る
あ
た
り
は
創
作
の
巧
み
さ
が
見
え
る
。

　

し
か
し
こ
こ
で
改
め
て
検
討
す
べ
き
こ
と
は
、『
桃
陰
比
事
』が
井
原
西
鶴
の『
桜

陰
比
事
』か
ら
何
を
踏
襲
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、

『
桜
陰
比
事
』
は
敵
討
ち
の
一
部
と
し
て
裁
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
桃

陰
比
事
』
に
は
そ
の
枠
組
み
は
バ
ッ
サ
リ
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
則
ち
裁
判
部

分
の
み
を
踏
襲
し
、
あ
ら
た
に
構
築
し
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
【
図
一
】
の
『
桜
陰
比
事
』
の
挿
絵
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
描
か
れ
て
い
る

絵
は
敵
討
ち
（
斬
り
合
い
）
場
面
な
の
で
あ
り
、
事
件
の
主
眼
と
い
う
べ
き
愛
宕

山
や
医
者
は
ど
こ
に
も
描
か
れ
な
い
。
一
方
で
【
図
二
】『
桃
陰
比
事
』【
図
三
】

改
題
本
『
藤
陰
比
事
』
の
挿
絵
に
は
外
科
医
道
角
と
思
わ
れ
る
人
物
が
疵
を
治
療

し
て
い
る
場
面
、
負
傷
者
、
楽
器
を
演
奏
す
る
人
々
の
様
子
が
図
が
描
か
れ
、
こ

の
裁
判
話
の
カ
ギ
と
な
る
人
物
が
具
体
的
に
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
後
続
作
品

で
は
、『
桜
陰
比
事
』
の
中
の
板
倉
殿
の
逸
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
部
分
の

み
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
本
朝
桜
陰
比
事
』
は
様
々
な
趣
向
を
盛
り
込
ん
だ

巧
み
な
創
作
が
施
さ
れ
て
お
り
、
作
品
と
し
て
の
秀
逸
さ
は
後
続
作
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
事
件
と
解
決
部
分
を
凝
縮
し
、
光
を
当
て
て
、
人
々
の
悲

喜
こ
も
ご
も
を
裁
判
形
式
を
通
し
て
描
き
出
し
た
の
が
後
続
作『
日
本
桃
陰
比
事
』

『
本
朝
藤
陰
比
事
』
な
の
だ
ろ
う
。
言
う
な
ら
ば
、『
本
朝
桜
陰
比
事
』
か
ら
裁
判

と
い
う
枠
組
み
を
す
く
い
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
後
世
の

「
大
岡
裁
き
」
へ
と
生
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

実
は
「
大
岡
裁
き
」
に
繋
が
る
話
が
『
桜
陰
比
事
』
の
中
に
も
う
一
話
あ
る
。

先
程
の
表
に
も
あ
げ
た
巻
二
の
六
「
鯛
鮹
す
ゞ
き
釣
目
安
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
や

は
り
『
桃
陰
比
事
』
と
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
概
要
を
検
討

す
る
。

【図２】架蔵本『日本桃陰比事』巻四挿絵

【図３】架蔵本『本朝藤陰比事』巻四挿絵
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れ
あ
る
に
お
ゐ
て
は
、
早
々
申
来
る
べ
し
。
隠
密
に
致
し
置
、
後
日
に
あ
ら

は
る
ゝ
に
お
い
て
は
、
曲
者
に
可
申
付
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
頭　

御
在
判

乍
恐
、
言
上
仕
候
。
私
儀
は
、
磯
木
村
に
住
宅
仕
候
、
若
田
道
角
と
申
、
外

科
に
て
御
座
候
。

一
昨
廿
日
の
夜
、
無
僕
に
て
、
庚
申
参
詣
仕
り
、
下
向
の
節
、
松
井
橋
を
渡

り
候
所
に
、
向
ふ
よ
り
虚
駕
籠
を
舁
来
り
候
者
、
若
田
道
角
と
さ
へ
た
つ
ね

申
さ
は
、
ま
ぎ
れ
あ
る
ま
じ
と
、
物
か
た
り
い
た
し
通
候
故
、
ま
さ
し
く
私

を
は
じ
め
て
尋
ね
ま
い
る
者
と
存
し
、
道
角
は
某
事
な
り
、
い
づ
か
た
よ
り

の
使
と
、
う
け
給
り
候
へ
は
、
黒
雲
町
沢
田
屋
松
右
衛
門
方
に
、
急
病
人
こ

れ
あ
る
よ
し
に
て
、
む
か
ひ
駕
籠
つ
か
は
し
申
す
の
口
上
ゆ
へ
、
し
か
と
近

付
と
は
覚
へ
ず
候
へ
共
、
私
失
念
を
致
し
た
る
か
、
又
は
、
医
家
の
な
ら
は

し
に
て
、
承
り
お
よ
び
て
参
候
も
の
も
、
あ
ま
た
御
座
候
へ
は
、
直
に
か
の

駕
籠
に
打
の
り
、
罷
越
候
所
に
、
手
負
三
人
御
座
候
ゆ
へ
、
外
治
内
薬
、
余

慶
の
望
み
に
て
、
又
駕
籠
に
て
送
ら
れ
、
私
宅
へ
罷
帰
り
、
薬
を
つ
か
は
し

候
へ
は
、
程
な
く
夜
も
明
候
て
、
つ
く
〳
〵
思
案
仕
る
に
、
闇
の
夜
大
雨
ふ

り
、
駕
籠
に
て
拾
四
五
町
ま
い
る
ほ
ど
の
間
と
は
存
じ
候
へ
と
も
、
方
角
東

西
の
わ
か
ち
も
覚
へ
ず
、
そ
の
う
へ
今
日
三
日
、
何
の
沙
汰
も
申
き
た
ら
ず
。

不
審
に
存
し
、
黒
雲
町
沢
田
屋
方
、
相
尋
ね
さ
せ
候
所
、
黒
雲
町
と
申
所
も
、

沢
田
屋
と
申
者
も
、
当
地
に
は
御
座
な
く
候
よ
し
に
て
、
兎
角
方
角
し
れ
不

申
、
始
終
こ
ゝ
ろ
も
と
な
く
奉
存
候
処
、
御
触
の
お
も
む
き
拝
見
仕
候
て
、

お
ど
ろ
き
入
、
御
断
申
上
候
、
そ
忽
な
る
儀
を
仕
り
、
後
悔
不
念
千
万
に
奉

存
候
故
、
一
札
さ
し
上
候
、
以
上
。

　

月　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
木
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
田
道
角　

判

地
頭
、
仰
ら
れ
し
は
、
手
負
の
療
治
は
、
此
方
よ
り
指
図
な
く
て
は
致
さ
ぬ

筈
を
、
卒
余
に
仕
る
の
み
な
ら
す
、
そ
の
病
家
も
覚
へ
さ
る
と
は
、
段
々
不

届
な
り
。
右
の
手
負
の
宿
所
、
よ
く
見
と
ゝ
け
ず
し
て
は
、
こ
ゝ
ろ
覚
へ
に

な
る
儀
は
な
き
か
、
と
御
た
づ
ね
あ
る
に
、
つ
り
鐘
の
声
ち
か
く
聞
へ
候
、

と
申
す
。
寺
町
ち
か
き
所
に
は
、
い
つ
か
た
も
同
前
に
ち
か
う
聞
ゆ
れ
ば
、

証
拠
に
は
成
か
た
し
。
其
外
に
は
、
琴
、
三
味
線
、
尺
八
の
音
仕
り
た
る
、

と
申
す
。
そ
れ
も
、
家
〳
〵
に
慰
み
に
仕
る
か
、
瞽
女
、
座
頭
は
常
に
指
南

仕
る
所
、
あ
ま
た
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
証
跡
に
、
所
は
し
れ
が
た
し
、
と
仰

せ
あ
る
に
、
道
角
、
又
お
も
ひ
出
し
、
滝
の
音
ぢ
か
く
聞
え
候
、
と
申
す
。

し
か
ら
は
、
山
よ
せ
の
家
た
る
べ
し
と
、
す
で
に
滝
ち
か
き
寺
社
、
民
家
、

御
詮
議
に
極
る
時
、公
事
役
の
老
躰
ま
か
り
出
、こ
れ
も
た
し
か
に
所
は
さ
ゝ

れ
申
ま
し
。
大
雨
の
夜
な
れ
ば
、
築
山
の
谷
あ
ひ
、
泉
水
な
ど
に
落
込
音
、

時
な
ら
ぬ
滝
に
、相
き
こ
ゆ
る
事
あ
る
べ
し
。其
外
に
、し
か
と
い
た
し
た
る
、

手
が
ゝ
り
の
儀
を
お
も
ひ
出
さ
ね
ば
、
其
方
の
難
儀
な
り
と
あ
る
に
、
道
角

眉
を
ひ
そ
め
、
し
ば
ら
く
あ
り
て
申
上
け
る
は
、
私
む
か
し
、
あ
る
国
の
守

の
側
ち
か
く
奉
公
仕
り
候
所
に
、
古
主
、
能
芸
好
申
せ
し
が
、
大
事
に
仕
る

ほ
ど
の
音
曲
、
う
け
給
り
覚
へ
候
。
し
か
る
に
、
此
手
負
の
合
壁
に
、
石
橋

の
獅
子
の
笛
を
、
ひ
そ
か
に
吹
す
さ
む
音
、
相
聞
へ
候
、
と
申
上
る
。

地
頭
、
役
人
、
こ
れ
穿
義
の
種
な
り
。
し
か
れ
共
、
一
儀
相
済
ま
て
は
、
道

角
は
町
内
へ
御
預
け
に
て
、
扨
、
此
石
橋
の
笛
の
ゆ
る
し
を
得
た
る
者
、
吟

味
あ
る
に
、
弐
人
の
う
ち
壱
人
は
、
関
東
に
く
だ
り
、
今
壱
人
の
住
宅
せ
し
、

町
内
の
名
主
、
五
人
組
を
め
し
よ
せ
ら
れ
、
町
中
に
裏
座
敷
か
、
隠
居
が
ま

へ
の
借
家
も
ち
た
る
者
の
屋
敷
を
、
微
細
に
詮
義
あ
る
に
、
笛
吹
甚
四
郎
が

北
隣
の
う
ら
座
敷
に
、
月
切
に
か
か
り
た
る
者
共
、
手
負
て
し
の
ひ
居
た
り

け
る
が
、
盗
賊
に
お
し
入
け
る
高
家
方
に
て
、
見
合
さ
れ
て
、
切
る
た
て
ら

れ
し
者
共
に
て
、
め
し
と
ら
れ
け
る
と
な
り
。

　

一
読
し
て
分
か
る
通
り
、こ
ち
ら
の
作
品
は
実
際
の
訴
状
の
「
恐
れ
な
が
ら
…
」
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見
え
隠
れ
す
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
話
を
裁
判
小
説
と
し
て
見
た
場
合
、
妙
な
こ
と
が
一
点
あ
る
。

そ
れ
は
西
鶴
の
描
く
裁
判
の
始
ま
り
は
、
敵
討
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

杉
本
好
伸
は
、
こ
の
話
は
、
多
く
の
趣
向
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
同
時
に
、「
詮

議
の
不
手
際
を
の
こ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。８

続
け
て
「
話
の
趣
向

の
た
め
に
、
事
件
を
裁
く
は
ず
の
人
物
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
裁
く
側
の
人
間
に
絶
対
的
な
能
力
を
付
与
し
た
勧
善
懲
悪
的
な
、
あ
る
い
は

〈
善
〉
対
〈
悪
〉
的
な
趣
の
内
容
と
し
て
、
話
を
構
成
し
て
は
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
」
と
も
述
べ
、
さ
ら
に
「
必
ず
し
も
明
察
な
裁
断
者
の
す
が
た
と
し
て

ば
か
り
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
こ
ろ
に
『
桜
陰
比
事
』
の
特
徴
を
見
出

し
て
い
る
。

　
【
図
一
】
の
挿
絵
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
敵
討
ち
場
面
が
生
々
し
く
描

か
れ
て
い
る
。
後
世
に
伝
わ
っ
た
モ
デ
ル
の
あ
る
名
裁
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
裁
判
官

の
機
知
・
機
転
・
推
理
力
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
鶴
作
品
で
は
無
事
敵
討

を
遂
げ
た
こ
と
で
話
が
終
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
挿
絵
か
ら
も
敵
討
ち
の
印

象
の
強
い
話
と
し
て
仕
上
が
っ
て
お
り
、
た
だ
の
名
裁
き
で
終
わ
ら
せ
て
い
な
い

点
が
西
鶴
の
独
自
性
で
も
あ
り
、
創
意
で
も
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
一
方
で
後
続
作
は
こ
の
話
を
ど
の
よ
う
に
転
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

次
に『
日
本
桃
陰
比
事
』の
話
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
西
鶴
作
品
と
比
較
し
て
み
た
い
。

二
　『
日
本
桃
陰
比
事
』
巻
之
三
の
三
「
聞
き
覚
へ
た
る
石
橋
の
笛
」
に
つ
い
て

　
『
日
本
桃
陰
比
事
』
は
宝
永
六
年
三
月
京
都
玉
水
屋
北
尾
八
兵
衛
に
よ
り
刊
行

さ
れ
た
浮
世
草
子
作
品
で
あ
る
。
後
に
四
話
削
除
し
、
話
を
入
れ
替
え
改
題
さ
れ

て
新
刊
の
ご
と
く
菊
屋
七
郎
兵
衛
、
蓍
屋
勘
兵
衛
が
刊
行
し
、
広
ま
っ
た
も
の
が

『
本
朝
藤
陰
比
事
』
で
あ
る
。９

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
も
、
比
事
物
の
流
行
が
垣

間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、『
本
朝
桜
陰
比
事
』
と
の
直
接
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
も
の
は
以
下
の
通
り
二
話
で
あ
る
。10

【
本
朝
桜
陰
比
事
】
巻
二
の
六

　
「
鯛
鮹
す
ゞ
き
釣
目
安
」

巻
四
の
九

　
「
大
事
を
聞
き
出
す
琵
琶
の
音
」

【
日
本
桃
陰
比
事
】
巻
六
之
三

　
「
注
文
と
各
別
の
精
進
肴
」

巻
三
之
三

　
「
聞
き
覚
へ
た
る
石
橋
の
笛
」

【
本
朝
藤
陰
比
事
】
巻
六
之
三

　
「
買
人
の
知
れ
ぬ
魚
屋
が
注
文
」
巻
三
之
三

　
「
隠
家
を
知
る
道
角
が
耳
」

『
日
本
桃
陰
比
事
』
巻
之
三
の
三
「
聞
き
覚
へ
た
る
石
橋
の
笛
」
と
な
っ
て
い
る

題
名
も
改
題
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
本
朝
藤
陰
比
事
』
巻
之
三
の
三
で
は
「
隠

家
を
知
る
道
角
が
耳
」
と
い
う
題
名
と
な
る
が
、
本
文
、
挿
絵
と
も
に
同
様
で
あ

る
。
従
っ
て
便
宜
上
文
中
で
は
以
下
『
桃
陰
』
と
表
記
す
る
。
少
々
長
い
が
、
本

文
全
体
の
構
造
を
概
観
し
や
す
く
す
る
た
め
本
文
を
引
用
し
、次
に
掲
げ
る
。（
傍

線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

当
廿
七
日
よ
り
こ
の
か
た
、
手
負
の
療
治
仕
り
た
る
外
科
、
本
道
の
医
者
こ

【図１】『本朝桜陰比事』巻四挿絵
（『本朝桜陰比事』西鶴編13　近世文学資料類従より）
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す
も
の
で
あ
る
。３

　

確
か
に
『
桜
陰
比
事
』
に
は
名
裁
判
も
描
か
れ
る
が
、
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
人
間
の
生
活
に
光
を
当
て
て
描
い
た
も
の
や
不
可
思
議
な
謎
、
不
思
議
な
裁

き
、
頓
智
等
様
々
な
話
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
一
筋
縄
で
は
読
み
解
け
な
い
と
こ
ろ

が
魅
力
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
西
鶴
以
降
、
宝
永
期
に
は
『
日
本
桃
陰
比
事
』

や
改
題
本
『
本
朝
藤
陰
比
事
』、『
鎌
倉
比
事
』
と
い
っ
た
比
事
物
が
立
て
続
け
に

出
版
さ
れ
、「
比
事
物
」
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
。
題
名
を
見
た
だ
け
で
も
明
ら
か
で

あ
る
が
、『
桜
陰
比
事
』
は
裁
判
物
と
し
て
、
後
続
作
品
に
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
後
続
作
品
は
何
を
摂
取
し
て
新
た
な
裁
判
物
を
生
成
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、『
桜
陰
比
事
』
の
後
続
作
品
へ
の
影
響
関
係
を
改
め
て
確
認
し
、

裁
判
話
の
生
成
の
一
端
を
考
察
し
た
い
。

一
、
巻
四
の
九
「
大
事
を
聞
き
出
す
琵
琶
の
音
」
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
こ
の
話
の
梗
概
を
述
べ
る
。
柳
田
見
山
と
い
う
外
科
医
が
二
十
日
間
ほ

ど
拉
致
さ
れ
、
何
者
か
の
金
瘡
の
治
療
さ
せ
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
返
さ
れ
る
。
こ
の

話
を
御
前
に
申
し
出
る
と
、
御
前
は
見
山
に
詳
細
に
尋
問
す
る
こ
と
で
、
場
所
や

人
物
に
関
す
る
手
が
か
り
と
な
る
情
報
を
収
集
す
る
。
決
め
手
は
見
山
が
琵
琶
の

音
を
聞
い
た
こ
と
、
月
の
二
十
三
日
に
山
で
群
衆
の
声
が
聞
こ
え
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
御
前
は
こ
の
尋
問
か
ら
犯
人
の
居
場
所
を
推
理
し
、
探
し
当
て
る
と
い
う
内

容
で
あ
る
。

　

小
酒
井
不
木
も
こ
の
一
話
に
関
し
て
、「
手
が
か
り
」を
基
と
し
た
、推
理
に
よ
っ

て
犯
人
を
探
偵
す
る
方
法
と
し
て
取
り
上
げ
、
紹
介
し
て
お
り
、
非
常
に
有
名
な

一
話
と
い
え
る
。４

先
行
研
究
で
は
、
モ
デ
ル
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り５

、

古
く
か
ら
変
遷
を
繰
り
返
し
、
京
都
所
司
代
の
板
倉
氏
の
逸
話
と
し
て
も
後
世
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
。６

伴
蒿
蹊
著『
閑
田
耕
筆
』（
享
和
元
年
刊
）（『
日
本
随
筆
大
成
』

〈
第
一
期
〉18
よ
り
）に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
参
考
ま
で
に
全
文
掲
げ
る
。

近
古
に
京
師
に
名
あ
る
医
師
を
夜
更
て
迎
ふ
る
者
あ
り
。
か
ね
て
相
識
人
の

名
を
い
ひ
た
れ
ば
、
速
に
輿
に
乗
し
を
、
頓
て
物
に
て
押
つ
ゝ
み
、
数
人
囲

て
い
づ
こ
と
も
し
ら
ず
勾
引
し
行
ぬ
。
さ
て
い
と
山
深
き
所
の
大
な
る
家
の

内
に
舁
い
れ
、
家
あ
る
じ
と
お
ぼ
し
き
者
の
金
瘡
を
療
ぜ
し
め
、
薬
を
こ
ひ

て
後
、
あ
つ
く
謝
物
を
あ
た
へ
、
ま
た
先
の
ご
と
く
か
こ
み
て
か
へ
し
た
り
。

い
か
さ
ま
に
も
賊
の
隠
れ
た
る
所
と
お
ぼ
し
く
、
も
の
も
得
た
る
か
ら
に
黙

し
て
は
あ
ら
は
れ
ず
、
官
に
訟
た
れ
ば
、
時
の
京
兆
尹
板
倉
侯
、
其
所
の
さ

ま
を
尋
給
へ
と
も
、
東
西
を
も
わ
き
ま
ふ
る
所
な
か
り
し
旨
、
上
の
件
を
の

べ
け
る
が
、
唯
一
め
づ
ら
し
と
お
ぼ
え
し
は
、
仏
法
僧
と
鳴
鳥
有
し
と
ま
う

す
。
侯
さ
て
は
松
尾
成
べ
し
。
松
尾
に
此
鳥
を
よ
め
る
古
歌
あ
り
と
て
、
速

に
吏
を
つ
か
は
し
て
、
彼
山
深
く
も
と
め
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
は
た
し
て
賊

の
首
領
居
り
し
と
な
り
。
こ
れ
は
新
六
帖
に
、
光
俊
、「
松
尾
の
峰
静
な
る

曙
に
あ
ふ
ぎ
み
て
聞
は
仏
法
僧
啼
。
と
い
ふ
歌
な
る
べ
し
。
今
は
彼
の
山
に

て
聞
た
る
と
い
ふ
人
な
し
、
絶
た
る
に
や
。
又
下
野
那
須
の
雲
巌
寺
に
、
此

鳥
あ
り
。
及
び
慈
悲
心
鳥
も
あ
り
と
、
播
磨
玉
拙
法
師
話
せ
り
。

　

こ
こ
で
は
板
倉
侯
が
、
仏
法
僧
が
松
尾
山
に
い
る
鳥
と
し
て
古
歌
に
詠
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
場
所
を
突
き
止
め
る
と
い
う
名
裁
き
の
例
と
し
て
伝
え
て

い
る
。
西
鶴
が
こ
の
逸
話
を
基
に
し
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
東
京
伝
が

『
優
曇
華
物
語
』
の
中
に
も
利
用
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

様
々
な
形
で
伝
承
さ
れ
た
逸
話
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

野
間
光
辰
は
『
桜
陰
比
事
』
と
比
べ
て
、
板
倉
侯
の
話
の
方
が
面
白
い
と
し
な

が
ら
も
、「
疵
養
生
の
主
が
お
定
ま
り
の
山
賊
で
は
な
く
て
、
世
を
忍
ぶ
敵
持
ち

に
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
時
代
相
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。７

　

こ
の
話
は
庶
民
の
中
で
ま
こ
と
し
や
か
に
伝
わ
っ
て
い
た
京
都
所
司
代
の
逸
話

を
、
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
、
例
え
ば
「
松
尾
山
」
を
板
倉
重
宗
と

関
係
の
深
か
っ
た
「
愛
宕
山
」
に
書
き
換
え
る
と
い
っ
た
西
鶴
の
巧
み
な
創
意
が
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松

村

美

奈

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

井
原
西
鶴　

比
事
物　

日
本
桃
陰
比
事　

本
朝
藤
陰
比
事　

大
岡
裁
き　

小
酒
井

不
木

（
要　
　
　

旨
）

　

井
原
西
鶴
作
『
本
朝
桜
陰
比
事
』
は
裁
判
小
説
の
嚆
矢
で
あ
り
、
後
世
の
比
事

物
の
流
行
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
ま
た
後
続
作
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

特
に
『
日
本
桃
陰
比
事
』（
宝
永
六
年
刊
）
の
中
に
は
、
関
係
の
深
い
話
が
二
話

あ
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、『
桃
陰
比
事
』
が
「
裁
判
形
式
」
部
分
を
摂
取
し
、

裁
判
話
の
魅
力
を
凝
縮
し
た
創
作
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
桃
陰
比
事
』

は
『
桜
陰
比
事
』
か
ら
「
大
岡
名
裁
き
」
へ
と
話
が
転
化
し
生
成
さ
れ
る
過
程
に

お
い
て
、
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
る
作
品
と
い
え
る
。

は
じ
め
に

　
『
本
朝
桜
陰
比
事
』（
元
禄
二
年
正
月
刊
）
は
、
井
原
西
鶴
に
よ
る
裁
判
小
説
で

あ
る
。（
以
下
『
桜
陰
比
事
』
と
記
載
す
る
。）
こ
の
作
品
の
魅
力
を
「
犯
罪
小
説
」

の
観
点
か
ら
世
に
知
ら
し
め
た
の
は
小
酒
井
不
木
で
あ
る
。
不
木
は
江
戸
時
代
の

比
事
物
類
を
比
較
検
討
し
、
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、
そ
の
面

白
さ
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
。１

中
国
の
『
棠
陰
比
事
』
と
い
う
作
品
の
影
響
を
受

け
つ
つ
、
西
鶴
独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
創
作
さ
れ
た
浮
世
草
子
作
品
と
し
て
古

く
か
ら
研
究
さ
れ
て
お
り
、
野
間
光
辰
他
多
く
の
論
考
が
備
わ
る
。２

　

近
年
の
研
究
で
、羽
生
紀
子
は
『
桜
陰
比
事
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

裁
判
物
と
い
う
形
式
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た
人
間

関
係
を
描
く
方
法
を
求
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
中
略
）
新
し
い
価

値
観
を
持
つ
人
間
に
よ
る
裁
判
物
を
書
こ
う
と
し
た
。（
中
略
）
西
鶴
は
さ

ま
ざ
ま
な
先
行
作
品
を
典
拠
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
は

な
い
。
そ
れ
は
典
拠
と
な
る
作
品
の
あ
り
方
に
満
足
し
て
い
な
い
こ
と
を
示


